
 

 

 

日 時 平成２９年１２月８日（金） １９：００～２０：００ 

場 所 高松市医師会館 ２階小会議室 

出席者 

■ 吉澤委員長 ■ 三宅部会長 □ 長内委員 ■ 青木委員 

６名 □ 木村委員 □ 多田委員 ■ 坂東委員 ■ 古川委員  

■ 和田委員    

事務局 
○高松市医師会事務局 山地係長、真鍋氏  

○地域包括ケア推進室 徳重室長、西村 
４名 

議 題 便利帳ホームページ版の作成について 

結 果 

１ 協議内容 

（１）便利帳ホームページ版の作成に係る業者選定について  →B社に決定 

A社：ページ内に掲載される広告が不要。広告を外すと年間使用料が高額になる。 

C社：便利帳データベース及び検索システムの構築が主な提案内容であり、その他のペ

ージ作成等については別途見積りとなるため、費用が高額になる。 

○ご意見等 

・キーワード検索の機能がほしい。 

・HP版はコミュニティツールとして使う物であるため、あまり細かい検索機能は必要ない。 

・使用料や支払方法について、交渉することが可能か。 

・便利帳の内容については、来年、サービス内容が変わるので、完成手前（２～３月頃）に

見直しを行う。（データはこれまで同様に連携会議のメンバーで職種ごとに管理する） 

・こちらで情報収集して詳細情報を掲載すると、その情報が誤っている場合がある。そのた

め、あまり詳細な情報までは必要ない。 

・HP版に詳細な情報を載せてしまうと、アナログ（冊子）の便利帳を使わなくなってしまう。 

・原則は便利帳と同じ内容で、追加情報としてその施設の URLを載せる。 

・HP 版の作成時に、またアンケートをとるのであれば、今のうちに付けておけばいい情報

があるなら聞いておく。（とりあえずこのままのデータでいくが、更新の時に） 

・コーディネーターは３期までデータを整理して載せていく。 

便利帳を作る時にもう一度、コーディネーターに対し、掲載の可否についてアンケートで

聞いておく。 

○業者について 

・介護機関での検索は分かりづらいので、施設で使うものなのか、在宅で使うものなのか

でカテゴリを大きく分けてもいい。 

・今の時点でアプリは不要（今後必要になればつける）。 

・アプリ開発費用を除外し、キーワード検索と情報追加の機能を追加した場合について、

再度見積を依頼する。 

・デザインは今（企画提案時）のままで良い。 

・業者には便利帳にできるだけ忠実なたたき台としてのテストページを作ってもらう。その

上で、部会メンバーに先行して使用していただき、使い勝手等について、部会で話し合う

こととする。 

２ その他 

・次回は、１月２５日退院支援部会の後に第５回便利帳部会を行う予定。 

 （業者も部会に出席の上、説明をしてもらう） 

第４回 在宅ケア便利帳部会 報告書 


